
滑
走
路
末
端
灯

白
熱
電
灯
、
航
空
緑
、

航
空
赤
の
不
動
光

航
空
緑
一
万
カ
ン
デ

ラ
、
航
空
赤
四
千
カ
ン

デ
ラ

滑
走
路
Ｄ
の
末
端
付
近
に
お
い
て
滑
走

路
中
心
線
の
延
長
線
と
直
交
す
る
直
線

上
滑
走
路
灯
列
の
延
長
線
と
交
わ
る
二

地
点
間

滑
走
路
末
端
補

助
灯

白
熱
電
灯
、
航
空
緑
の

不
動
光

一
万
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
Ｄ
の
23
側
末
端
灯
列
の
両
外
側

滑
走
路
中
心
線

灯

白
熱
電
灯
、
航
空
可
変

白
、
航
空
赤
の
不
動
光

航
空
可
変
白
六
千
五
百

カ
ン
デ
ラ
、
航
空
赤
千

四
百
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
Ｄ
の
中
心
線
に
沿
っ
て
各
灯
火

の
間
隔
約
三
十
メ
ー
ト
ル

接
地
帯
灯

白
熱
電
灯
、
航
空
可
変

白
の
不
動
光

七
千
二
百
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
Ｄ
の
23
側
末
端
か
ら
九
百
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
滑
走
路
上

過
走
帯
灯

白
熱
電
灯
、
航
空
赤
の

不
動
光

最
大
千
四
百
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
Ｄ
の
過
走
帯
の
末
端

第
四
項
の
表
旭
川
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
中「

旭
川
空
港
及
び
そ
の
周
辺
」

を「
旭
川
空
港
内
」

に
、

「
グ
ラ
イ
ド

ス
ロ
ー
プ

3
2
9•
5
9
6

3
2
9•
6
0
4

0•
22

ミ
ド
ル

マ
ー
カ
ー

7
5

2
」

を 「
グ
ラ
イ
ド

ス
ロ
ー
プ

3
2
9•
5
9
6

3
2
9•
6
0
4

0•
42
」

に
、

「
3
4
3†
」

を「
3
4
4†
」

に
、
同
表
新
千
歳
０
１
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
中

「
平
成
1
2年
７
月
1
3日
か
ら
供
用
再
開
」

を「
平
成
2
2年
９
月
2
3日
か
ら
平
成
2
2年

1
0月

2
9日
ま
で
供
用
休
止
」

に
、

同
表
新
千
歳
１
９
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
中「

新
千
歳
空
港
及
び
そ
の
周
辺
」

を「
新
千
歳
空
港
内
」

に
、

「
1
8
2†
」

を

「
1
8
5†
」

に
、
同
表
大
館
能
代
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
中「

大
館
能
代
空
港
及
び
そ
の
周
辺
」

を「
大
館
能
代
空
港
内
」

に
、

「
グ
ラ
イ
ド

ス
ロ
ー
プ

3
3
4•
2
5
4

3
3
4•
2
4
6

2
0•
2

ミ
ド
ル

マ
ー
カ
ー

7
5

1
」

を

グ
ラ
イ
ド

ス
ロ
ー
プ

3
3
4•
2
5
4

3
3
4•
2
4
6

2
0•
2
」

に
改
め
、

「
平
成
1
0年
７
月
1
8日
」

の
次
に

「（
平
成
2
2年
９
月
2
3日
か
ら
平
成
2
2年

1
1月

1
7日
ま
で
供
用
休
止
）」

を
加
え
、
同
表
東
京
２
２
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

「

東
京

2
3

Ｉ
Ｌ
Ｓ
上
欄
に

同
じ

東
京
国

際
空
港

内

ロ
ー
カ
ラ
イ
ザ
ー

1
1
0•
5

1
0

2
3
2†
Ｉ
Ｔ
Ｄ

2
4時
間
平
成
2
2年

1
0月

2
1日
カ
テ
ゴ

リ
ー
Ò

3•
0†

グ
ラ
イ
ド
ス
ロ
ー
プ

3
2
9•
6
0
4

3
2
9•
5
9
6

2
0•
2

Ｄ
Ｍ
Ｅ

1¶
0
0
3

1
0
0

平成™™年Ÿ月™�日 木曜日 第œšŸ›号官 報

ニ

七

航
空
灯
火
の
利
用
上
の
特
記
事
項
]
中
「
及
び
滑
走
路
Ｂ
の
22
側
」
を
「
、
滑
走
路
Ｂ
の
22
側
及
び
滑
走

路
Ｄ
の
23
側
」
に
変
更
し
た
。

五

変
更
し
た
事
項
に
係
る
飛
行
場
灯
火
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
項
の
表
東
京
２
３
Ｉ
Ｌ
Ｓ
の
項
の

改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
一
号

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
航
空
保
安
無
線
施
設
の
名
称
、
位
置
等
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
二
年
運
輸
省
告
示
第
六
百

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
百
六
十
二
号

東
京
国
際
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
を
加
え
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

三
十
一
号
）
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

国
土
交
通
大
臣

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
三
号

二

空
港
の
名
称
及
び
位
置

東
京
国
際
空
港

東
京
都
大
田
区

三

変
更
し
た
事
項
（
本
事
項
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
付
け
航
空
路
誌
改
訂
版
を
参
照
。な
お
、

変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
運
輸
省
告
示
第
五
十
四
号
及
び
平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
百
八

十
二
号
を
参
照
。）

イ

空
港
の
総
面
積

千
五
百
二
十
一
万
七
千
五
百
九
平
方
メ
ー
ト
ル

ロ

着
陸
帯

着
陸
帯
Ｄ
を
新
設
し
た
。

着
陸
帯
Ｄ

\

等
級

Ｂ
級

]

長
さ

二
千
六
百
二
十
メ
ー
ト
ル

^

幅

三
百
メ
ー
ト
ル

ハ

滑
走
路

滑
走
路
Ｄ
を
新
設
し
た
。

滑
走
路
Ｄ

\

長
さ

二
千
五
百
メ
ー
ト
ル

]

幅

六
十
メ
ー
ト
ル

^

方
位

北
四
十
二
度
三
十
三
分
四
十
七
秒
東
（
真
方
位
）

_

強
度

単
車
輪
荷
重
四
十
三
ト
ン

`

舗
装
の
種
類

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

ニ

誘
導
路

延
長

四
万
二
千
六
百
七
十
四
メ
ー
ト
ル

ホ

エ
プ
ロ
ン

面
積

二
百
五
十
二
万
三
千
五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

四

変
更
し
た
事
項
に
係
る
施
設
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日

四
国
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三
十
二
号
及
び

三
百
七
十
七
号

丸
亀
市
綾
歌
町
岡
田
上
字
重
永
一
六
〇
一
番
一
か
ら
同
市
綾
歌
町

岡
田
上
字
今
滝
三
八
〇
番
一
ま
で

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
香

川
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日

˜—
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